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春
水
初
期
人
情
本
「
貞
烈
竹
の
節
談
』

ー
ー
ー
畠
山
裁
き
を
中
心
に

考

鈴
木

圭

関
場
先
生
か
ら
得
た
多
く
の
学
恩
の
中
で
、
「
本
の
見
方
」
は
一
つ
の
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
わ
け
で
古
書
探
求
は
、
私
の
日

常
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
拙
稿
は
、
そ
の
感
謝
の
念
の
一
端
に
叶
う
こ
と
を
も
く
ろ
む
も
の
で
あ
る
。

て
い
れ
っ
た
け
の
よ
が
た
り

文
政
七
刊
『
貞
烈
竹
の
節
談
』

（H
為
永
春
水
）

騨
亭
駒
人
合
作
渓
斎
英
泉
画
と
い
う
春
水
の
初
期
人
情
本
で
あ

は
、
南
仙
笑
楚
満
人

る
。
こ
の
作
品
は
神
保
五
禰
氏
が
「
為
永
春
水
の
研
究
』
で
、
棚
橋
正
博
氏
が
「
人
情
本
論
（
三
）
」
で
、
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
中
本
三
冊

と
い
う
短
さ
で
完
結
さ
せ
る
等
の
た
め
に
、
色
々
無
理
が
あ
り
、

一
話
の
物
語
と
し
て
は
読
者
に
構
成
の
乱
雑
さ
や
破
綻
を
感
じ
さ
せ
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
後
年
の
『
梅
暦
』
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
作
品
で
あ
り
、
ま
た
諸
要
素
が
素
材
の

ま
ま
出
さ
れ
て
い
る
様
相
も
呈
し
て
い
る
。
よ
っ
て
本
稿
で
点
検
を
試
み
た
い
。
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『
松
の
操
物
語
』

ま
つ
の
み
さ
ほ
も
の
が
た
り

本
作
品
は
一
筆
庵
主
人
（
H
渓
斎
英
泉
）
作
画
（
文
政
三
序
同
四
刊
）
『
松
の
操
物
語
』
の
続
編
で
あ
る
。

『
松
の
操
物
語
』
に
つ
い
て
は
、
棚
橋
正
博
氏
が
「
帝
京
国
文
学
」

8
所
収
「
人
情
本
論
会
乙
『
松
操
物
語
』
」
（
2
0
0
1
）
に
御
論
考

と
翻
刻
を
示
さ
れ
、
ま
た
岩
波
講
座
「
日
本
文
学
史
」
第
1
0
巻
「
一
九
世
紀
の
文
学
」
（
1
9
9
6
）
所
収
「
戯
作
の
大
衆
化
」
に
も
触

れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
『
貞
烈
竹
の
節
談
』
考
察
上
必
要
な
こ
と
を
触
れ
る
に
と
ど
ま
る
。

『
松
の
操
物
語
』
の
内
容
（
『
貞
烈
竹
の
節
談
』
を
考
え
る
た
め
に
登
場
人
物
名
は
詳
し
く
記
し
た
）
。

上
巻
［
発
端
］
浪
人
吉
田
実
作
が
妻
に
死
な
れ
娘
を
捨
て
子
。
二
神
が
地
上
に
降
り
立
ち
、
福
の
神
は
福
田
屋
へ
貧
乏
神
は
徳
島
屋
に
入

る
。
娘
は
福
田
屋
亀
六
に
拾
わ
れ
る
。
［
第
壱
回
］
十
六
年
後
、
利
欲
人
の
徳
島
屋
歩
平
の
息
子
孝
五
郎
は
三
浦
屋
菊
の
井
に
馴
染
ん
で
い

る
。
母
お
み
ね
に
出
入
り
の
医
師
正
宅
が
富
家
の
娘
の
縁
談
話
を
持
ち
込
む
。
歩
平
は
懇
意
の
富
貴
屋
徳
右
衛
門
に
孝
五
郎
に
意
見
し
て
も

ら
い
、
縁
談
整
う
。
娘
は
福
田
屋
に
拾
わ
れ
た
お
艶
で
あ
る
。

中
巻
［
第
武
田
］
福
田
屋
亀
六
の
元
へ
、
徳
島
屋
に
嫁
入
り
し
た
お
艶
が
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
と
付
い
て
行
っ
た
召
使
の
お
杉
の
知
ら
せ
。

そ
こ
へ
御
屋
敷
の
金
役
所
の
役
人
横
島
曽
平
太
返
金
に
来
る
が
石
に
す
り
か
わ
っ
て
い
る
。
同
情
し
た
福
田
屋
は
受
け
取
り
を
書
く
。
曽
平

太
が
番
頭
杢
蔵
と
共
謀
し
た
煽
り
で
あ
る
。
徳
島
屋
夫
婦
、
嫁
お
艶
を
い
び
る
。
お
杉
な
ぐ
さ
め
る
。
夫
の
孝
五
郎
帰
宅
す
る
も
つ
れ
な
く

す
る
が
、
最
後
に
徳
島
屋
の
実
子
で
な
い
の
で
わ
ざ
と
の
放
蕩
と
本
心
を
明
か
し
萄
紅
錦
の
香
包
み
と
古
金
を
渡
し
、
二
人
は
結
ぼ
れ
る
。

下
巻
［
第
三
回
］
孝
五
郎
勘
当
。
お
艶
実
家
へ
戻
る
夜
道
に
、
召
使
い
久
作
や
お
杉
か
ら
、
徳
島
屋
の
お
み
ね
福
田
屋
番
頭
杢
蔵
と
駆
け

落
ち
徳
島
屋
番
頭
善
六
も
逃
げ
る
事
を
聞
く
。
花
水
橋
で
富
貴
屋
に
会
う
。

一
方
、
同
所
で
曽
平
太
・
善
六
・
杢
蔵
あ
ら
そ
う
。
善
六
が
切

-65-(208) 



ら
れ
杢
蔵
は
川
の
中
へ
飛
び
込
む
。
曽
平
太
（
実
は
お
み
ね
の
子
）
は
誰
か
に
斬
ら
れ
、
手
持
ち
の
四
百
両
奪
わ
れ
る
。
ま
た
、
お
み
ね
は
、

わ
が
子
曽
平
太
ゆ
え
、
現
場
花
水
橋
に
い
た
男
を
夫
と
知
ら
ず
訴
人
。
歩
平
は
曽
平
太
殺
し
で
問
注
所
に
引
か
れ
る
。
［
第
四
回
］
孝
五
郎

む
か
し
ゃ

向
島
昔
屋
に
料
理
屋
を
営
む
菊
の
井
と
共
に
い
る
。
お
艶
眼
病
の
母
お
つ
る
と
花
見
、
噂
話
に
よ
り
昔
屋
へ
赴
き
孝
五
郎
と
再
会
。
目
貫
か

ら
元
よ
り
の
許
婚
と
知
る
。
徳
右
衛
門
は
お
艶
に
浪
人
で
あ
っ
た
父
実
作
と
名
乗
り
出
る
。
菊
の
井
盃
持
ち
来
り
お
艶
孝
五
郎
結
ぼ
れ
る
。

『
松
の
操
物
語
』
は
、
棚
橋
正
博
氏
が
指
摘
す
る
如
く
写
本
「
江
戸
紫
』

の
影
響
が
あ
る
。
商
家
に
引
き
取
ら
れ
る
浪
人
の
捨
て
子
が

『
江
戸
紫
』
で
は
男
の
子
で
あ
る
の
を
『
松
の
操
物
語
』
で
は
女
子
と
し
た
り
、
物
語
後
半
で
『
江
戸
紫
」
お
組
の
眼
病
を
母
に
す
る
な
ど

反
措
定
の
形
を
と
っ
た
り
、
徳
島
屋
の
嫁
い
び
り
は
、
以
後
の
人
情
本
に
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ
も
『
江
戸

紫
』
の
お
組
に
対
す
る
惣
次
郎
継
母
の
態
度
を
か
な
り
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
写
本
も
の
一
般
と
近
い
。
冒
頭
に
あ

っ
た
福
の
神
・
貧
乏
神
の
件
な
ど
の
よ
う
に
創
作
の
部
分
も
多
い
か
ら
、
こ
れ
ら
は
『
江
戸
紫
』
を
適
宜
ア
レ
ン
ジ
し
た
と
考
え
る
。
写
本

『
江
戸
紫
』
を
『
清
談
峯
初
花
』
に
、
写
本
『
珍
説
恋
の
早
稲
田
』
を
『
榔
の
二
葉
』
に
と
刊
行
さ
れ
る
動
き
の
な
か
で
、
初
期
人
情
本
に

（注
l）

は
こ
の
よ
う
な
写
本
に
近
い
作
り
方
が
さ
れ
る
も
の
が
有
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
な
お
こ
れ
ら
は
三
作
品
と
も
大
島
屋
惇
右
衛
門
に
よ

り
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
『
松
の
操
物
語
』
は
上
記
例
か
ら
、
写
本
を
補
綴
し
た
の
で
は
な
く
、
創
作
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
お
く
が
、
写

本
も
の
に
近
い
作
り
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

さ
て
、
写
本
『
江
戸
紫
』
を
『
清
談
峯
初
花
』
に
刊
本
化
し
た
際
二
編
五
冊
と
い
う
分
量
と
な
っ
た
の
に
比
し
、
『
松
の
操
物
語
』

の
結
末
を
三
冊
と
い
う
分
量
で
つ
け
た
。
し
か
し
、
実
際
は
た
と
え
ば
上
巻
の
第
査
団
は
縁
談
と
吉
原
通
い
の
戒
め
に
費
や
す
と
い
う
、
筋

立
て
を
あ
ま
り
気
に
掛
け
な
い
書
き
方
に
な
っ
て
い
る
。
上
述
の
嫁
い
び
り
、
徳
島
屋
の
使
用
人
の
不
平
や
す
さ
ん
だ
様
子
等
々
も
、
同
様

で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
場
面
に
丁
数
を
費
や
し
て
し
ま
う
と
い
う
、

い
か
に
も
人
情
本
ら
し
い
構
成
の
結
果
、
わ
ず
か
三
巻
の
中
で
の
団
円

(207) -66-
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は
、
菊
の
井
が
盃
持
ち
来
り
お
艶
孝
五
郎
が
結
ぼ
れ
る
こ
と
を
半
丁
ほ
ど
で
済
ま
せ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
一
応
の
結
末
が
付
い
て
い
る
の
で

あ
る
。
む
ろ
ん
、
序
文
や
末
の
後
編
予
告
に
も
全
十
回
と
し
、
「
松
の
操
物
語
』
は
そ
の
う
ち
四
回
目
で
終
わ
り
、
「
作
者
チ
ョ
ン
／
t
L，

／

＼

／
t
l
ま
づ
此
本
は
こ
れ
ぎ
り
二
編
目
じ
ゃ
引
／
＼
／
1
3
ア
イ
引
」
と
し
、
後
編
三
冊
の
予
告
を
記
す
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
残
さ
れ

た
の
は
問
注
所
の
結
末
で
あ
っ
た
。

認
識
白
（
烈
竹
の
節
談
』

ま
ず
は
内
容
か
ら
で
あ
る
。

上
巻

徳
右
衛
門
（
律
儀
）

杢
蔵
（
悪
）

正
宅
（
と
か
げ
ん
H
悪）

-67-

吾
友
南
仙
笑
楚
満
人
が
一
筆
庵
可
候
主
人
の
『
松
の
操
物
語
』
の
続
編
『
貞
烈
竹
の
節
談
』
中
本
三
冊
を
著
し
た

ま
す
ら
お

こ
と
。
登
場
人
物
に
つ
い
て
太
助
（
江
戸
前
の
英
雄
、
魚
屋
）

序
文

琴
通
舎
英
賀

菊
の

井
（
人
参
代
に
や
身
貰
い
ま
は
お
菊
）

孝
五
郎
・
お
艶
（
貞
婦
）

・
久
助
（
下
賎
な
が
ら
観
念
）
と
紹
介
。

口
絵
1

悪
人
を
懲
ら
し
め
る
徳
島
屋
孝
五
郎
と
肴
貰
多
助
（
見
聞
き
）

口
絵
2

雨
中
の
南
都
正
宅
と
書
状
を
持
つ
お
き
く
（
見
聞
き
）

花
を
手
に
す
る
冨
貴
屋
徳
右
エ
門
と
見
据
え
る
お
ゑ
ん

本
文
［
第
五
回
］
福
田
屋
主
人
が
亡
く
な
っ
た
の
で
後
家
お
広
・
娘
お
艶
・
下
女
お
杉
は
航
船
の
別
荘
に
住
ん
で
い
る
。
お
窪
と
お
杉
が

口
絵
3

（
見
開
き
）

貸
本
屋
の
置
い
て
い
っ
た
春
水
の
作
品
『
明
烏
後
正
夢
』
二
編
の
う
わ
さ
を
し
、
嫁
お
照
に
わ
が
娘
を
な
ぞ
ら
え
案
じ
る
所
へ
病
の
お
艶
う

な
さ
れ
起
き
、
前
編
四
回
の
話
を
夢
に
見
た
と
す
る
。
母
は
徳
右
衛
門
が
実
父
と
い
う
の
は
本
当
だ
と
い
う
。
「
夢
は
正
夢
」
と
一
同
向
島

(206) 



へ
孝
五
郎
を
訪
ね
に
行
く
。

O
粋
が
り
二
人
の
会
話
。

O
お
艶
と
お
雀
が
昔
屋
へ
行
く
と
夢
の
通
り
孝
五
郎
の
家
で
あ
っ
た
が
、
取
り
込
ん

(205) 

で
い
る
。
孝
五
郎
が
、
父
歩
平
を
案
じ
て
自
分
が
犯
人
だ
と
い
っ
た
う
わ
言
を
医
師
南
部
正
宅
に
よ
り
訴
人
さ
れ
、
花
水
橋
の
人
殺
し
で
岩

永
左
衛
門
に
捕
ら
え
ら
れ
代
官
所
へ
引
き
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
お
菊
か
ら
聞
く
（
1
オ
1
1
2
ウ
）
。
［
第
六
回
］
問
注
所
。
岩
永
は

孝
五
郎
に
う
わ
言
の
件
と
正
宅
へ
の
礼
金
が
曽
平
太
が
殺
さ
れ
奪
わ
れ
た
星
月
夜
の
極
印
の
金
子
で
あ
る
こ
と
か
ら
お
ま
え
が
犯
人
だ
と
い

う
。
孝
五
郎
こ
の
糾
問
に
父
を
か
ば
い
自
白
す
る
が
、
畠
山
預
か
る
。

O
福
田
屋
番
頭
杢
蔵
は
徳
島
屋
歩
平
女
房
お
み
ね
と
欠
落
し
故
郷
上

州
熊
谷
を
め
、
ざ
そ
う
と
す
る
が
金
が
な
い
。
出
牢
し
た
歩
平
を
殺
し
岩
永
へ
の
賂
金
に
し
よ
う
と
し
た
五
十
両
を
奪
う
。
六
十
六
部
人
殺
し

に
気
付
く
（
1
2
ウ
1
2
2
オ）。

中
巻
［
第
七
回
］
徳
嶋
屋
出
入
り
の
男
伊
達
で
孝
五
郎
と
友
達
同
様
の
肴
売
、
倶
利
伽
羅
の
多
助
（
太
助
）
が
お
菊
を
慰
め
る
。
正
宅
が

-68-

怪
し
い
と
い
う
。
菊
の
井
が
色
仕
掛
け
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
太
助
が
上
州
に
行
く
の
で
、
熊
谷
在
の
父
庄
作
に
手
紙
を
託
す
。

O
正

宅
の
玄
関
、
薬
取
り
の
同
士
の
会
話
。

O
菊
の
井
が
来
て
岩
永
に
便
宜
を
図
っ
て
く
れ
と
い
う
を
正
宅
が
口
説
く
。
（
1
オ
1
1
3
ウ
）
［
第

八
回
］
太
助
上
州
路
。
揚
尾
、
旅
宿
で
の
客
同
士
の
会
話
。
庄
作
に
出
会
い
手
紙
を
渡
す
。
お
菊
は
女
房
お
は
た
の
連
れ
子
と
い
う
。
次
の

朝
お
は
た
殺
さ
れ
た
と
の
知
ら
せ
に
庄
作
は
太
助
も
ろ
と
も
に
帰
宅
す
る
。
（
1
3
ウ
1
2
2
オ）

下
巻
［
第
九
回
］
所
労
休
養
中
の
畠
山
重
忠
の
も
と
へ
、
お
菊
が
正
宅
悪
事
証
拠
の
文
。
ま
た
太
助
庄
作
が
罪
人
を
引
い
て
く
る
。

一
方

問
注
所
で
は
岩
永
の
裁
き
、
孝
五
郎
命
危
う
き
所
へ
畠
山
出
仕
。
本
田
次
郎
、
正
宅
・
杢
蔵
・
お
峯
を
引
き
つ
れ
、
榛
沢
六
郎
、
お
艶
・
お

菊
・
庄
作
・
太
助
・
久
作
・
徳
右
衛
門
を
伴
う
。
重
忠
、
各
犯
人
を
言
、
っ
。
正
宅
花
水
橋
で
曽
平
太
を
殺
し
四
百
両
奪
い
す
り
替
え
で
孝
五

郎
に
罪
を
擦
り
つ
け
る
。
杢
蔵
鴫
立
沢
歩
平
殺
し
お
峯
自
分
の
子
供
曽
平
太
を
跡
継
ぎ
に
し
よ
う
と
孝
五
郎
を
追
い
出
し
杢
蔵
と
姦
通
熊
谷

で
嫉
妬
よ
り
庄
作
妻
お
畑
を
殺
す
。

一
方
別
の
四
百
両
落
と
し
た
の
は
徳
右
衛
門
、
孝
五
郎
は
歩
平
の
身
替
り
に
な
ろ
う
と
し
た
。
庄
作
は
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下巻 中巻

実
は
孝
五
郎
の
父
正
木
福
太
夫
、
お
菊
は
腹
違
い
の
妹
と
い
う
。
次
に
杢
蔵
が
歩
平

の
息
子
で
あ
る
こ
と
を
福
田
屋
下
男
久
作
（
同
家
退
転
の
の
ち
六
十
六
に
な
り
鴫
立

沢
で
事
件
を
目
撃
・
序
文
で
は
久
助
）
一
証
言
し
、
よ
っ
て
杢
蔵
は
父
殺
し
の
罪
と
な

る
。
正
宅
・
杢
蔵
・
お
峯
の
処
刑
。
孝
五
郎
徳
島
屋
再
興
、
お
艶
妻
、
菊
の
井
妾
と

す
る
。
久
作
・
お
杉
・
太
助
褒
め
ら
れ
る

（
末
に
お
は
た
殺
し
等
熊
谷
在
の
一
件
を

省
略
し
た
事
を
記
す
）
（
l
オ
1
1
3
オ
）
［
第
十
回
］
後
日
語

久
作
道
心
石
地
蔵

建
立
、
お
雀
眼
病
癒
え
、
お
杉
太
助
夫
婦
に
な
り
昔
屋
を
継
ぎ
繁
昌
。
お
艶
身
も
ご

り
長
男
孝
之
助
徳
島
屋
跡
継
ぎ
次
男
亀
太
郎
福
田
屋
跡
継
ぎ
と
な
る
。
孝
五
郎
父
庄

69-

作
七
十
お
艶
母
お
つ
る
お
杉
懐
胎
、
婦
多
川
三
賞
亭
で
賀
の
祝
い
。
徳
島
屋
の
門
辺

に
二
神
落
ち
合
い
二
た
び
去
る
。
徳
島
屋
の
金
蔵
に
光
物
落
ち
る
。
家
内
繁
昌
め
で

た
し
。

＊
菊
の
井
に
つ
い
て
付
言
（

1
3
オ
1
1
9
ウ
）
奥
付
（

2
0
オ）

刊
記

（

2
0
ウ）

前
編
で
の
結
末
の
う
ち
お
艶
の
実
父
が
徳
右
衛
門
と
い
う
事
以
外
は
夢
に
し
、
前
編
と
別
話
を
展
開
す
る
。
畠
山
の
裁
き
が
上
巻
六
回
と

下
巻
九
回
に
あ
り
、
上
巻
後
半
U
第
六
回
後
半
か
ら
は
九
回
目
ま
で
は
そ
れ
に
関
連
す
る
事
件
が
描
か
れ
る
。

つ
ま
り
恋
愛
も
の
と
い
う
よ

て
い
る
。

り
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
判
じ
物
な
の
で
あ
る
。
こ
の
別
話
を
冒
頭
と
結
末
で
前
編
『
松
の
操
物
語
』
と
関
連
付
け
て
、
囲
い
込
む
形
に
し

(204) 



（山注
2

）

結
論
め
い
た
こ
と
を
先
に
記
す
と
、
『
松
の
操
物
語
』
は
『
江
戸
紫
』
と
い
っ
た
写
本
も
の
に
沿
っ
た
形
で
商
家
繁
栄
謹
と
も
い
う
型
で

物
語
が
構
成
さ
れ
て
い
る
の
に
比
し
、
続
編
『
貞
烈
竹
の
節
談
』
は
上
巻
冒
頭
五
回
で
夫
を
想
う
嫁
と
い
う
か
た
ち
で
か
ろ
う
じ
て
男
女
間

が
描
か
れ
る
が
、
お
お
む
ね
畠
山
・
岩
永
ら
問
注
所
の
主
人
公
ら
の
捕
縛
・
裁
き
と
い
っ
た
形
で
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
『
松
の
操
物
語
』
で
富
貴
屋
徳
右
衛
門
が
自
己
を
吉
田
実
作
と
名
乗
る
来
歴
で
、
町
人
で
あ
る
父
徳
左
衛
門
が
金
を
添
え
て
勤
番

の
士
に
養
子
と
し
た
H

下
6
9
ウ
と
あ
る
。
身
分
と
し
て
の
「
士
」
が
、
写
本
「
江
戸
紫
』
よ
り
も
、
身
分
の
変
動
が
あ
っ
た
当
時
の
現
実

を
写
す
感
が
あ
る
。
『
松
の
操
物
語
』
は
こ
の
例
の
ご
と
く
所
々
町
人
の
物
語
に
収
め
よ
う
と
い
う
意
識
が
あ
る
。

一
方
続
編
『
貞
烈
竹
の

節
談
』
で
は
、
こ
の
九
回
に
菊
の
井
父
百
姓
庄
作
が
同
時
に
孝
五
郎
父
で
も
あ
る
と
も
す
る
が
、
こ
れ
は
出
自
を
元
武
士
と
す
る
な
ど
前
編

と
対
照
的
で
あ
り
、
ま
た
形
式
的
で
あ
る
。

裁
き
を
見
て
ゆ
こ
う
。
畠
山
重
忠
は
上
巻
［
第
六
回
］
問
注
所
で
岩
永
の
裁
き
を
預
っ
た
後
、
下
巻
ま
で
登
場
し
な
い
。
し
か
し
こ
こ
九

回
で
は
冒
頭
か
ら
登
場
す
る
。
具
体
的
に
は
梗
概
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
以
下
は
注
意
し
た
い
。
ま
ず
冒
頭
を
引
こ
う
。
「
却
説
畠
山

重
忠
ハ
此
程
よ
り
所
労
に
て
暫
く
政
支
を
開
夏
な
く
。
龍
居
の
更
の
徒
然
に
兵
書
を
よ
み
て
お
固
せ
し
所
」
と
重
忠
は
所
労
休
養
中
で
あ

る
。
そ
し
て
「
尤
本
田
榛
沢
に
言
含
め
内
々
詮
議
を
と
ぐ
る
と
い
へ
ど
も
」
（
1
ウ
）
と
す
る
。
後
の
岩
永
と
の
対
決
の
部
分
で
も
同
様
に

「
小
子
此
程
所
労
に
て
寵
居
は
す
れ
ど
昼
夜
と
も
。
心
に
わ
す
れ
ぬ
天
下
政
支
。
密
に
本
田
榛
沢
に
申
つ
け
て
詮
議
を
遂
げ
。
其
盗
賊
も
人

ご
ろ
し
も
。
と
く
に
召
捕
お
い
た
り
」
（
5
ウ
）
と
す
る
が
、
こ
れ
は
後
に
刊
行
さ
れ
る
春
水
の
読
本
『
詰
堀
川
清
談
』
初
編
（
文
政
九
）

で
も
似
た
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
読
本
で
は
、
畠
山
重
忠
は
物
語
早
々
に
上
洛
し
堀
川
に
移
住
し
て
し
ま
う
。
巻
四
後
半
に
再
登
場
し

最
後
の
巻
五
で
評
定
と
な
る
。
そ
の
聞
は
当
事
者
同
士
の
あ
ら
そ
い
。
奉
行
側
は
副
臣
の
本
田
・
榛
沢
が
中
心
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
工
で
あ

る
。
「
貞
烈
竹
の
節
談
』
は
短
い
た
め
、
上
記
の
通
り
記
す
の
み
で
、
実
際
の
本
田
榛
沢
の
行
動
自
体
は
書
か
れ
な
い
。
両
名
は
白
州
に
善

(203) -70-



悪
の
人
々
を
引
き
連
れ
て
く
る
か
た
ち
で
登
場
す
る
。
が
、
同
じ
傾
向
を
示
す
こ
と
は
理
解
で
き
よ
う
。
畠
山
も
「
所
労
」
と
て
、

、』司、ノ，一

、V
て
中
ム

ん
姿
を
消
す
。
本
田
・
榛
沢
が
実
際
の
行
動
に
あ
た
る
の
だ
。
ま
た
、
こ
れ
は
判
じ
物
の
一
般
的
な
事
で
も
あ
る
が
、
悪
人
の
行
動
は
裁
き

の
前
に
読
者
に
そ
の
行
動
と
し
て
記
さ
れ
る
。
本
作
品
で
は
、
中
巻
に
記
さ
れ
る
こ
と
で
読
者
に
了
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
下
巻
九
回
で
、

そ
こ
ま
で
描
き
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
含
め
、
そ
れ
ら
を
整
理
す
る
か
た
ち
で
記
し
、
読
者
に
事
件
の
全
容
を
知
ら
し
め
一
気
に
解
決
を
図

る
。
そ
し
て
、
こ
の
九
回
は
梗
概
に
記
し
た
と
お
り
構
成
も
整
っ
て
い
る
。
他
の
箇
所
と
は
違
い
冗
漫
な
場
面
描
写
の
手
法
は
取
ら
れ
な
い
。

以
上
九
回
目
ま
で
で
畠
山
裁
き
は
終
了
す
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
、
こ
の
畠
山
裁
き
を
春
水
が
用
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
彼
が
講
釈
師
（
現
代
で
い
う
講
談
師
）

で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
て

み
る
。
彼
が
為
永
正
輔
（
助
）
と
い
う
講
釈
師
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
中
村
幸
彦
氏
の
「
舌
耕
文
芸
家
春
水
」
（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
春
色

寸
j

梅
児
暴
同
美
』
月
報
H
著
述
集
1
0
）
な
ど
に
よ
り
周
知
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
御
論
考
か
ら
為
永
正
輔
が
畠
山
裁
き
を
得
意
演
目
と
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
文
政
五
年
刊
「
軒
並
娘
八
丈
』
初
編
下
巻
挿
絵
の
髪
結
床
前
の
寄
席
の
ピ
ラ
に
「
神
仏
俗
書
穴
さ
が
し
、
詰
堀
川
清

あ
げ
ま
き
む
す
び
ゆ
か
り
の
ふ
さ
い
と

談
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
も
う
一
つ
の
証
と
し
て
、
文
政
五
年
刊
の
合
巻
『
揚
角
結
紫
総
糸
』
自
序
に
「
此
頃
間
た
る
夜
講
釈

為
永
正
輔
が
堀
川
清
談
其
侭
こ
、
へ
切
は
め
て
」
と
す
る
こ
と
だ
。
合
巻
『
揚
角
結
紫
総
糸
』
の
梗
概
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
木
八
は
悪

な
ら
で
の
出
来
心
よ
り
盗
み
に
入
る
と
先
に
入
っ
た
男
か
ら
百
両
授
か
り
逃
げ
る
。
途
中
青
砥
の
組
子
に
方
袖
を
取
ら
れ
る
。
こ
の
百
両
を

鎌
倉
佐
す
け
が
や
っ
谷
町
の
佐
七
に
届
け
る
。
そ
こ
へ
佐
七
の
恋
人
、
大
磯
の
遊
君
小
糸
が
訪
れ
る
。

一
方
、
北
条
の
侍
笹
原
鈴
之
進
と
い

う
、
三
浦
泰
村
を
議
言
な
し
自
害
さ
せ
名
万
本
ち
ょ
う
丸
を
奪
っ
た
者
が
い
る
。
こ
の
男
は
奉
公
す
る
木
八
女
房
お
花
を
盗
み
の
証
拠
の
片

袖
を
も
と
に
口
説
く
。
佐
七
小
糸
は
木
八
の
難
儀
ゆ
え
入
水
し
よ
う
と
す
る
を
庄
屋
蝶
助
に
止
め
ら
れ
る
。
蝶
助
は
佐
七
の
父
親
糸
問
屋
佐

川
実
右
衛
門
に
息
子
の
勘
当
を
解
く
よ
う
相
談
に
出
向
く
。
さ
て
、
お
花
は
鈴
之
進
に
土
蔵
に
押
し
込
め
ら
れ
る
が
、
兄
の
盗
賊
み
み
ず
く
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の
権
次
に
助
け
ら
れ
、
来
合
わ
せ
た
馬
上
の
青
砥
左
衛
門
に
訴
え
る
。
蝶
助
と
実
右
衛
門
は
佐
七
の
も
と
へ
向
か
う
が
佐
す
け
が
や
っ
で
賊

(201) 

に
会
い
、
蝶
助
は
崖
か
ら
落
ち
、
実
右
衛
門
は
賊
と
闘
う
。
こ
の
賊
は
み
み
ず
く
の
権
次
で
三
浦
泰
村
の
一
族
で
、
佐
七
は
泰
村
の
一
子
花

若
丸
な
の
で
あ
る
。
権
次
は
名
万
本
ち
ょ
う
丸
を
手
に
入
れ
る
。
蝶
助
は
一
部
始
終
を
佐
七
に
告
げ
る
。
最
後
に
鈴
之
進
が
討
た
れ
佐
七
が

三
浦
の
家
名
を
継
ぎ
目
出
度
し
。

（注
3）

中
村
氏
や
前
田
裕
子
氏
が
言
わ
れ
る
と
お
り
、
こ
の
合
巻
の
内
容
は
現
在
の
実
録
研
究
と
い
う
視
点
か
ら
は
「
煙
草
屋
喜
八
」
と
し
て
大

岡
裁
き
に
部
類
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
序
文
の
内
容
や
『
軒
並
娘
八
丈
』
の
寄
席
ピ
ラ
の
「
堀
川
清
談
」
に
「
畠
山
重
忠
」
と
角
書
き

す
る
こ
と
か
ら
、
為
永
正
輔
は
こ
れ
を
畠
山
裁
き
で
物
語
っ
て
い
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
色
々
な
奉
行
の
裁
き
が
大
同
に
収
赦
し
て
い
く

こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
論
じ
る
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
物
語
の
都
合
で
奉
行
名
を
変
え
る
と
い
う
方
法
が
あ
る
こ
と
も
い
う
ま

つ
い
で
な
が
ら
こ
の
合
巻
で
の
佐
七
が
実
は
御
曹
司
の
花
若
丸
で
あ
っ
た
り
、
名
万
紛
失
と
い
っ
た
趣
向
も
後
年
の
『
梅
暦
』
に
つ
な
が

-72-

で
も
な
い
。
事
実
、
こ
の
絵
双
紙
合
巻
で
は
同
時
代
の
人
々
に
は
わ
か
り
や
す
い
青
砥
裁
き
と
し
て
い
る
。

る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
文
政
五
年
刊
の
「
軒
並
娘
八
丈
』
初
編
下
巻
挿
絵
の
髪
結
床
の
ピ
ラ
の
傍
証
も
含
め
、
同
五
年
刊
の
『
揚
角
結
紫
総
糸
』
、
七
年

（注
4）

刊
の
中
本
嘉
誠
貞
烈
竹
の
節
談
」
と
春
水
は
自
ら
の
オ
ハ
コ
の
講
釈
畠
山
裁
き
の
「
堀
川
政
談
」
を
小
説
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
江
戸

時
代
の
講
釈
の
実
態
は
不
明
だ
が
、
畠
山
裁
き
が
為
永
正
輔
の
持
ち
ネ
タ
で
あ
り
、
そ
の
小
説
化
（
H
文
字
化
）
が
あ
っ
た
こ
と
ま
で
は
言

え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
為
永
正
輔
の
「
堀
川
清
談
」
と
は
、
上
述
の
通
り
畠
山
重
忠
は
冒
頭
と
結
末
の
裁
き
に
登
場
す
る
の
み
で
、

副
臣
の
本
田
・
榛
沢
の
活
躍
を
中
心
と
し
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
善
悪
の
登
場
人
物
が
事
件
を
展
開
す
る
、
こ
う
し
た
構
成
を
持
つ
も
の
だ
っ
た

（注
5）

の
だ
ろ
う
。
な
お
、
畠
山
裁
き
は
芝
居
種
と
し
て
も
解
釈
可
能
だ
が
、
浜
田
啓
介
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
と
、
そ
れ
を
援
用
し
た
場
合
登
場
人



物
が
こ
れ
だ
け
で
は
済
ま
な
く
な
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
畠
山
重
忠
や
岩
永
や
本
田
・
榛
沢
以
外
に
も
必
要
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

講
釈
の
方
法
が
こ
の
「
貞
烈
竹
の
節
談
』
に
用
い
ら
れ
て
い
る
例
と
し
て
、
下
巻
九
巻
末
、
裁
き
が
終
わ
っ
た
後
の
付
言
が
あ
る
。
神
保

五
弥
氏
は
本
作
品
に
つ
い
て
『
為
永
春
水
の
研
究
』
で
、
こ
の
話
が
三
冊
と
い
う
短
さ
に
加
え
初
編
『
松
の
操
物
語
』
の
結
末
を
夢
に
し
て

一
回
分
の
草
稿
を
省
略
し
た
た
め
物
語
が
破
綻
し
た
と
さ
れ
る

（
『
為
永
春
水
の
研
究
」

P
6
2
）
。
こ
の
小
説
の
構
成
が
乱
雑
で
あ
る
こ
と

に
異
を
唱
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
こ
の
箇
所
の
「
別
に
一
回
」
以
下
の
み
を
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
疑
問
で
あ
る
。

こ
の
付
言
全
体
を
挙
げ
て
み
よ
う

作
者
日

熊
谷
在
に
て
杢
蔵
庄
作
が
つ
ま
お
は
た
と
姦
通
し
て
お
み
ね
を
う
と
む
事
。
お
み
ね
嫉
妬
に
て
是
を
怒
り
。
杢
蔵
を
の
、
し
り

は
づ
か
し
む
る
夏
。
杢
蔵
お
畑
と
言
合
せ
庄
作
を
こ
ろ
さ
ん
と
は
か
る
夏
。
お
み
ね
し
つ
と
に
た
へ
ず
し
て
。
庄
作
が
留
守
へ
し
の
び
い

の
草
稿
あ
り
と
い
へ
ど
も
。
巻
毎
に
丁
数
に
か
ぎ
り
あ
れ
ば
せ
ん
か
た
な
く
此
一
章
を
欠
り
。
看
官
幸
に
此
段
の
つ
ば
ら
な
ら
ざ
る
を
怪
し
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り
。
お
は
た
を
こ
ろ
す
こ
と
。
其
あ
と
へ
杢
蔵
来
り
て
あ
わ
て
惑
ひ
。
せ
う
こ
に
な
る
べ
き
書
も
の
を
お
と
し
透
か
へ
る
語
な
ど
別
に
一
回

む
夏
な
か
れ
（
下
巻
1
1
ウ
1
1
2
オ）

こ
こ
は
中
巻
［
第
八
回
〕
太
助
が
上
州
路
揚
尾
の
旅
宿
で
出
会
っ
た
お
菊
の
父
庄
作
が
、
次
の
朝
お
は
た
が
殺
さ
れ
た
の
知
ら
せ
に
、
太

助
も
ろ
と
も
に
帰
宅
す
る
部
分
お
よ
び
、
下
巻
の
裁
き
の
言
葉
「
又
歩
平
が
女
房
た
る
お
峯
は

（
中
略
）
か
の
杢
蔵
と
姦
通
し
。
夫
を
手
惇

ひ
殺
せ
し
上
熊
谷
在
に
て
嫉
妬
に
せ
ま
り
。
庄
作
が
妻
の
お
畑
を
手
に
か
け
な
が
ら
。
そ
し
ら
ぬ
顔
に
て
く
ら
せ
し
も
跡
よ
り
忍
び
来
た
る

彼
杢
蔵
が
落
し
た
る
。
手
紙
の
せ
う
こ
に
あ
ら
わ
れ
た
り
」
（
七
ウ
1
八
オ
）
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
付
言
の
神
保
氏
が
引
用
し
な

か
っ
た
前
段
の
具
体
的
事
例
の
「
お
は
た
殺
し
」
を
現
代
の
演
芸
で
い
う
な
ら
牡
丹
灯
龍
「
栗
橋
宿
」
を
も
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
講

か

な

さ

わ

ぶ

ん

こ

釈
の
一
席
と
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
都
に
落
ち
て
い
っ
た
男
女
の
ま
ち
が
い
に
よ
る
脇
筋
で
あ
ろ
う
。
春
水
作
同
年
刊
「
仮
名
佐
話
文
庫
』

(200) 



後
編
に
佐
野
次
郎
兵
衛
が
北
条
家
渋
谷
伴
左
エ
門
を
殺
し
五
十
両
を
奪
い
そ
の
妾
お
た
よ
と
入
間
川
辺
に
駆
け
落
ち
零
落
す
る
の
と
同
工
で
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あ
る
。
こ
れ
を
新
た
に
付
け
加
え
よ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
「
草
稿
あ
り
と
い
へ
ど
も
」
「
丁
数
に
か
ぎ
り
あ
れ
ば
」
「
此
一

章
を
欠
り
」
と
す
る
。
草
稿
存
在
の
真
偽
は
別
と
し
て
、
こ
の
断
り
書
き
は
上
記
入
国
お
よ
び
九
回
の
言
及
を
正
し
く
受
け
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
第
九
回
の
構
成
が
整
っ
て
い
る
一
例
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
本
作
品
の
構
成
の
乱
雑
さ
や
破
綻
例
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
は
、
逆
に
講
釈
の
手
法
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
読
み
解
く
こ
と
が
可
能
だ
と
思
わ
れ
る
一
例
で
あ
ろ
う
。
講
釈
H
講
談

は
、
周
知
の
ご
と
く
、
基
本
的
に
一
席
も
の
で
は
な
く
連
続
物
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
明
治
期
の
講
談
速
記
本
を
み
て
も
理
解
で
き
る
。
事
実

（注
6）

現
代
で
も
昭
和
年
間
の
後
半
ま
で
そ
れ
が
主
流
で
あ
っ
た
し
、
現
在
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
も
当
然
講
釈
は
連
続
物
で
あ
っ
た
。

そ
の
一
席
／

L
は
主
筋
を
語
る
も
の
か
ら
、
本
筋
と
は
無
関
係
な
も
の
ま
で
あ
る
。
上
記
の
ご
と
き
略
さ
れ
た
「
お
は
た
殺
し
」
も
そ
の

一
例
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
『
貞
烈
竹
の
節
談
』
は
講
釈
の
手
法
が
強
い
作
品
だ
と
思
う
。
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三
、
構
成
の
乱
雑
さ
や
破
綻

神
保
氏
の
こ
の
引
用
に
つ
い
て
は
上
記
の
よ
う
に
考
え
る
が
、
『
貞
烈
竹
の
節
談
」
に
構
成
の
乱
雑
さ
や
破
綻
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ

ろ
う
。
春
水
人
情
本
は
『
明
烏
後
正
夢
』
（
文
政
四
1
）
を
は
じ
め
と
す
る
初
期
作
品
か
ら
編
を
重
ね
る
、

つ
ま
り
長
編
化
す
る
傾
向
が
あ

る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
中
本
作
品
は
わ
ず
か
三
冊
で
本
話
自
体
お
よ
び
『
松
の
操
物
語
』
の
一
応
の
結
末
を
つ
け
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
の
現
象

で
も
あ
る
の
だ
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
梗
概
の
な
か
に
数
カ
所
記
し
た
「

O
」
の
箇
所
の
問
題
も
あ
る
。
こ
れ
は
本
文
中
に
通
常
の
字
と
同

じ
大
き
さ
で
実
際
あ
る
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
中
巻
ま
で
は
回
の
途
中
に
ぶ
つ
ぎ
れ
に
話
を
な
ら
べ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
ま
さ
し
く
手

荒
な
方
法
と
い
え
よ
う
。
神
保
氏
の
言
わ
れ
る
構
成
の
乱
雑
さ
を
あ
ら
わ
す
と
思
わ
れ
る
例
で
あ
る
。
前
述
し
た
わ
ず
か
中
本
三
冊
の
分
量



も
、
さ
ら
に
上
巻
冒
頭
は
前
編
の
結
末
を
夢
に
す
る
た
め
に
使
わ
れ
、
下
巻
後
半
は
『
松
の
操
物
語
』
『
貞
烈
竹
の
節
談
』
全
体
の
結
末
と

し
て
費
や
さ
れ
て
し
ま
う
。
曽
平
太
殺
し
に
対
す
る
事
件
解
決
・
謎
解
き
と
い
う
一
つ
の
統
一
テ
l
マ
と
し
て
読
み
解
こ
う
と
す
る
な
ら
ば

二
冊
程
度
の
分
量
し
か
な
く
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
さ
ら
に
こ
の
少
な
い
分
量
の
中
に
、
歩
平
を
殺
し
の
ほ
か
、
〈
丁
数
限
り
あ
れ
ば
〉
と
一

回
分
の
草
稿
を
省
略
し
た
と
す
る
上
州
の
お
は
た
殺
し
の
発
端
ま
で
と
新
事
件
ま
で
も
織
り
込
ん
で
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
「

O
」
の
箇

所
は
場
面
切
替
え
が
素
直
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
中
巻
七
回
こ
れ
か
ら
お
菊
が
乗
り
込
も
う
と
す
る
正
宅
の
玄
関
で
の
薬
取
り

の
会
話
な
ど
、
ぶ
つ
切
れ
の
感
が
強
い
乱
雑
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
で
場
面
描
写
を
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
八
回
太
助
が
庄

作
に
出
会
う
揚
尾
の
旅
宿
は
膝
栗
毛
も
ど
き
の
客
引
き
女
と
の
会
話
や
同
宿
客
同
士
の
会
話
は
冒
頭
か
ら
な
の
で
「

O
」
こ
そ
使
わ
れ
て
い

な
い
が
、
同
様
な
例
で
あ
る
。
少
な
い
丁
数
に
漫
然
と
こ
れ
ら
の
描
写
が
挟
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
「
O
」
に
よ
る
場
面
転
換
は
お
そ
ら
く
は

さ
て
、
「
O
」
に
よ
る
挟
み
込
ま
れ
た
上
記
い
く
つ
か
の
場
面
描
写
の
内
容
自
体
は
『
松
の
操
物
語
』
に
も
あ
っ
た
中
本
一
般
の
も
の
で
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草
稿
の
寄
せ
集
め
に
も
起
因
し
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
に
よ
り
分
量
の
少
な
さ
を
補
う
手
立
て
と
も
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

あ
ろ
う
。
本
作
品
で
は
、
そ
れ
に
加
え
（
第
一
回
目
の
夢
の
形
で
本
話
を
前
編
「
松
の
操
物
語
』
と
別
の
物
語
と
す
る
別
荘
の
く
だ
り
と
第

十
回
目
前
後
編
全
体
の
し
め
く
く
り
以
外
に
も
、
）
色
々
な
物
語
の
種
が
ま
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
か
れ
た
ま
ま
で
終
わ
っ
た
よ
う
で
あ

る
が
、
そ
れ
ら
を
拾
い
出
し
て
お
く
こ
と
は
無
駄
で
は
あ
る
ま
い
。

・
魚
売
太
助
（
多
助
）

こ
の
人
物
は
「
貞
烈
竹
の
節
談
』
で
初
出
だ
が
序
文
に
「
強
傑
者
と
呼
ば
れ
る
。
江
戸
前
の
英
雄
。
弱
き
を
太
助

が
渡
世
の
魚
市
に
商
内
の
小
股
を
潜
る
堪
忍
袋
の
〆
く
、
り
よ
き
。
」
と
さ
れ
る
。
口
絵
に
も
孝
五
郎
と
共
に
悪
人
を
懲
ら
す
か
た
ち
で
描

か
れ
る
。
本
文
で
は
梗
概
に
記
し
た
通
り
中
巻
［
第
七
回
］

で
登
場
し
徳
嶋
屋
出
入
り
の
男
伊
達
で
孝
五
郎
と
友
達
同
様
の
肴
売
、
お
菊
を
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慰
め
ま
た
犯
人
探
し
に
知
恵
を
出
す
。
ま
た
上
州
熊
谷
に
赴
き
お
菊
父
庄
作
に
会
う
。
こ
の
よ
う
に
男
伊
達
ぶ
り
が
描
か
れ
る
。
し
か
し
下



巻
裁
き
で
は
出
廷
す
る
の
み
。
結
末
で
は
お
杉
と
夫
婦
に
な
り
昔
屋
を
継
ぐ
。
こ
れ
ら
は
筋
立
て
上
描
か
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
解
す
る
。

(197) 

序
文
・
口
絵
・
中
巻
を
通
じ
男
伊
達
と
し
て
描
く
が
、
本
作
品
の
紙
面
で
は
そ
れ
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
な
お
こ
の
人
物
か
ら

想
起
さ
れ
る
「
一
心
太
助
」
は
こ
れ
よ
り
本
作
品
よ
り
先
行
す
る
と
思
わ
れ
る
実
録
『
大
久
保
武
蔵
鐙
』
後
編
に
は
既
に
登
場
し
て
い
る
よ

う
だ
（
高
橋
圭
一
氏
「
彦
左
の
変
身
l
実
録
『
大
久
保
武
蔵
鐙
」
を
中
心
に
」
「
実
録
研
究
』
清
文
社
2
0
0
2
刊
参
照
）
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
下
巻
末
の
細
字
の
付
言
を
引
く
「
前
に
い
ふ
べ
き
更
な
る
を
忽
卒
に
し
て
わ
す
れ
た
り
。
此
巻
中
な
る
菊
の

菊
の
井

井
は
初
編
の
首
巻
に
し
る
し
た
る
。
菊
の
井
が
二
代
目
な
り
。
か
の
花
責
姥
が
む
す
め
菊
の
井
の
俸
は
こ
、
に
か
、
わ
ら
、
ざ
れ
ば
記
さ
ず
。

孝
五
郎
の
妾
と
な
り
し
菊
の
井
と
こ
ん
じ
て
。
思
ひ
ち
が
い
の
と
が
め
有
ん
か
と
穴
さ
が
し
の
君
子
に
こ
と
わ
る
の
み
」
。
『
松
の
操
物
語
』

の
菊
の
井
が
初
代
で
、
『
貞
烈
竹
の
節
談
』
の
が
二
代
目
で
あ
り
別
人
だ
と
い
う
の
だ
。
「
か
の
花
貰
姥
」
と
は
『
松
の
操
物
語
』
上
巻
で
登
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場
し
た
浪
人
吉
田
実
作
リ
の
ち
の
富
貴
屋
徳
右
衛
門
の
隣
り
に
住
み
浪
人
の
妻
の
弔
い
な
ど
の
面
倒
を
見
て
く
れ
た
初
代
菊
の
井
の
母
で
あ

る
。
本
作
品
冒
頭
で
お
艶
の
見
た
の
を
徳
右
衛
門
が
本
当
の
父
と
い
う
こ
と
以
外
夢
に
し
た
た
め
の
こ
だ
わ
り
な
の
、
だ
ろ
う
か
、
菊
の
井
を

別
人
に
す
る
断
り
の
ほ
う
が
却
っ
て
読
者
を
混
乱
さ
せ
る
と
考
え
る
。
稿
者
は
九
回
末
の
断
り
書
き
に
整
合
性
を
説
い
た
が
、
こ
の
付
言
の

ほ
う
が
む
し
ろ
辻
棲
が
あ
わ
な
い
と
思
う
。

こ
の
付
言
の
存
在
理
由
の
一
つ
と
し
て
奥
付
の
『
松
の
操
物
語
』
第
三
輯
の
予
告
が
あ
る
と
思
う
。
「
松
の
操
物
語
』
の
初
代
菊
の
井
が

身
を
よ
せ
た
梅
屋
何
某
の
家
の
騒
動
を
、
太
助
の
男
気
と
徳
右
衛
門
の
情
で
無
実
の
罪
を
の
が
れ
る
畠
山
裁
き
だ
と
し
「
一
名
倶
利
伽
羅
太

助
任
侠
停
」
と
す
る

（
全
文
を
書
誌
事
項
に
翻
刻
し
た
）
。
描
き
き
れ
な
か
っ
た
魚
屋
太
助
の
任
侠
ぶ
り
を
描
き
、
畠
山
裁
き
を
も
う
一
度

描
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
初
代
菊
の
井
を
描
き
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
『
松
の
操
物
語
』
で
も
孝
五
郎
の
放
蕩
勘
当
の
原
因

と
な
っ
た
人
物
と
し
て
の
菊
の
井
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
男
女
の
逢
瀬
は
描
か
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
稿
者
に
と
っ
て
理



解
し
が
た
い
下
巻
末
付
言
は
、
こ
の
予
告
を
補
完
す
る
た
め
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
春
水
は
「
菊
の
井
」
に
執
着
が
あ
り
、
こ
れ

き
く
の
い
そ
う
し

が
後
の
『
菊
廼
井
草
紙
」
四
編
十
二
冊
（
文
政
八
・
十
二
）
と
い
う
別
の
物
語
と
な
る
。

・
久
作
道
心

こ
の
人
の
こ
と
は
梗
概
に
書
い
た
と
お
り
で
六
十
六
部
に
な
り
事
件
を
目
撃
、
後
に
石
地
蔵
を
建
立
し
た
。
そ
し
て
さ
ら
に

結
末
賀
の
祝
い
後
「
く
わ
へ
て
久
作
道
心
が
年
頃
の
願
望
成
就
し
て
。
六
地
蔵
を
鎌
倉
の
入
口
／
1
1
へ
建
立
し
。
け
れ
ば
。
世
の
人
か
れ

を
さ
し
て
地
蔵
坊
と
よ
ぴ
な
し
ぬ
。
其
後
ま
た
地
蔵
坊
正
元
と
い
へ
る
者
。
お
な
じ
く
濡
仏
を
建
立
す
。
吉
三
道
心
と
い
う
も
の
あ
り
。
俗

の
時
の
名
に
や
。
此
久
作
法
師
と
混
ず
べ
か
ら
ず
」
（
下
巻
十
五
丁
）
と
す
る
。
久
作
が
六
十
六
部
に
な
っ
た
こ
と
は
無
論
あ
り
き
た
り
だ

が
、
「
地
蔵
坊
」
に
つ
い
て
は
こ
の
こ
ろ
の
春
水
が
諸
国
を
遍
歴
す
る
僧
を
描
く
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ふ
じ
か
づ
ら
こ
い
の
し
が
ら
み

例
え
ば
、
『
藤
枝
恋
情
柵
』
の
初
二
編
に
出
て
来
る
一
夢
法
師
（
初
二
編
は
文
政
七
・
八
）
や
『
仮
名
佐
話
文
庫
』
（
全
三
編
H
文
政
七
1

八
？
）

の
見
性
法
師
な
ど
が
い
る
。
こ
の
地
蔵
坊
は
両
法
師
に
比
べ
活
動
は
し
て
い
な
い
が
、

一
種
の
僧
伝
の
う
ち
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
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な
お
「
地
蔵
坊
正
元
」
や
「
吉
三
道
心
」

へ
の
言
及
は
、
筋
立
て
を
中
心
と
す
る
小
説
作
法
か
ら
考
え
る
と
お
か
し
な
書
き
方
な
の
だ
が
、

僧
伝
や
読
本
の
手
法
で
も
あ
ろ
う
が
講
釈
の
引
き
ご
と
の
あ
り
方
や
脇
筋
の
つ
け
方
と
も
通
じ
る
。

以
上
、
魚
売
り
太
助
と
菊
の
井
は
た
ま
た
久
作
道
心
を
取
り
上
げ
て
み
た
が
、
作
品
の
短
さ
も
手
伝
う
の
だ
ろ
う
が
、
様
々
な
も
の
が
素

材
の
ま
ま
置
か
れ
て
い
る
。

な
お
「
上
州
熊
谷
」
に
つ
い
て
付
け
加
え
る
。
太
助
が
久
作
に
会
う
の
は
、
江
戸
の
人
聞
が
地
方
に
出
か
け
そ
の
土
地
に
逼
塞
す
る
人
間

に
あ
う
人
情
本
の
一
趣
向
で
あ
る
。
杢
蔵
お
み
ね
の
件
は
、
本
話
構
成
に
つ
い
て
こ
の
付
言
を
上
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
地
方
で
の
隷
難

辛
苦
は
、
紙
数
が
あ
れ
ば
語
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
畠
山
裁
き
を
骨
格
と
す
る
こ
の
物
語
に
は
、
わ
ず
か
三
冊
の
中
に
色
々
な
物
語
の
種
が
ま
か
れ
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
も
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出
来
よ
う
。

一
貫
性
を
求
め
る
見
方
を
す
る
な
ら
ば
、
構
成
の
乱
雑
さ
や
破
綻
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
こ
こ
に
も
初
期
人
情
本
の
一
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特
徴
を
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

以
上
、
『
貞
烈
竹
の
節
談
」
は
前
編
『
松
の
操
物
語
」
を
受
け
た
形
で
曽
平
太
殺
し
な
ど
に
対
す
る
畠
山
裁
き
を
中
心
と
し
た
物
語
で
あ

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
判
じ
物
は
後
期
小
説
に
限
っ
て
も
馬
琴
の
読
本
「
青
砥
藤
綱
摸
稜
案
』
を
代
表
と
し
、
実
録
写
本
で
も
『
板
倉
政
要
」

『
大
岡
政
談
』
は
じ
め
多
く
あ
る
。
人
情
本
で
も
読
本
の
影
響
か
ら
判
じ
物
が
も
ち
ろ
ん
利
用
さ
れ
て
も
い
る
の
だ
。
同
時
期
で
も
人
情
本

の
筋
立
て
付
け
の
常
套
手
段
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
は
、
同
じ
く
春
水
の
『
八
重
震
春
タ
映
』
（
文
政
六
i
九
）
が
青
砥
裁
き
、
鼻
山
人
の

『
恐
可
志
』
（
後
編
同
十
二
）
が
畠
山
裁
き
で
、
物
語
全
体
の
骨
格
で
は
な
い
が
、
結
末
を
付
け
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
出
来
る
。
本
稿
で

て
ひ
と
つ
の
作
品
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
考
察
し
た
。
こ
の
作
品
は
す
で
に
文
政
四
年
『
八
笑
人
』
二
編
に
「
畠
山
情
の
聞
書
」
と
い
う
書

78-

は
、
そ
の
よ
う
な
諸
影
響
の
う
ち
、
『
貞
烈
竹
の
節
談
』
を
「
堀
川
清
談
」
が
春
水
日
講
釈
師
為
永
正
輔
の
得
意
演
目
ゆ
え
に
、
骨
格
と
し

名
が
付
け
ら
れ
て
い
る

（
棚
橋
氏
「
帝
京
国
文
学
」

8
参
照
）
。
「
堀
川
清
談
」
の
う
ち
、
今
で
い
う
「
煙
草
屋
喜
八
」
を
扱
っ
た
文
政
五
年

刊
の
合
巻
『
揚
角
結
紫
総
糸
』
を
経
て
、
本
作
品
は
文
政
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
八
万
量
自
体
わ
ず
か
三
冊
な
の
に
加
え
、
例
え
ば
場
面
描
写

を
多
く
置
く
な
ど
中
本
の
持
つ
性
格
を
そ
の
ま
ま
出
し
、
ま
た
初
期
人
情
本
、
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
特
段
裁
き
と
は
直
接
結
び
つ
か
な
い
事

象
ま
で
を
次
々
に
記
す
ゆ
え
、
裁
き
に
関
す
る
記
述
は
限
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
も
畠
山
は
あ
ま
り
表
に
出
ず
榛
沢
本
田
を
用
い
事
件
を

解
決
す
る
祖
型
は
き
ち
ん
と
用
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
文
政
九
年
。
十
一
年
に
は
読
本
『
詰
堀
川
清
談
」
が
刊
行
さ
れ
る
。
こ
れ
が
天
保
三

年
『
梅
暦
』

へ
と
発
展
す
る
。

『
貞
烈
竹
の
節
談
』
は
、
『
松
の
操
物
語
』
と
い
う
写
本
『
江
戸
紫
』
に
準
拠
し
た
作
品
に
畠
山
裁
き
に
よ
り
継
ぎ
た
し
た
後
編
作
品
で
あ



る
。
後
の
『
梅
暦
」
は
、
丹
次
郎
お
蝶
を
中
心
と
し
た
写
本
『
江
戸
紫
』
を
祖
型
と
し
た
商
家
繁
栄
謹
と
、
畠
山
裁
き
に
よ
る
趣
向
が
融
合

し
た
一
作
品
が
成
立
す
る
に
至
る
。
そ
こ
で
は
当
然
本
田
次
郎
を
活
躍
さ
せ
、
丹
次
郎
が
榛
沢
六
郎
の
、
お
蝶
が
本
国
次
郎
の
そ
れ
ぞ
れ
の

隠
し
子
と
い
う
こ
と
ま
で
付
け
加
え
て
い
る
。
『
梅
暦
』

の
成
功
に
は
色
々
な
要
因
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
自
身
の
講
釈
の
持
ち
ネ
タ
と
し
て

も
手
馴
れ
て
い
る
畠
山
裁
き
と
い
う
趣
向
を
手
堅
く
使
い
、
筋
立
て
を
好
む
読
者
群
を
も
取
り
込
ん
だ
こ
と
が
一
因
で
あ
る
こ
と
は
言
え
る

の
だ
ろ
う
。
こ
の
畠
山
裁
き
を
中
心
と
し
た
『
梅
暦
』

の
検
証
が
面
白
い
の
だ
が
、
こ
れ
は
次
回
の
連
続
と
し
た
い
。

日注（注
1
）
写
本
も
の
人
情
本
に
つ
い
て
は
「
近
世
文
芸
」

7
0
拙
稿
『
人
情
本
の
型
』

1
9
9
9
参
照

（注
2
）
商
家
の
跡
継
ぎ
が
弟
な
ど
に
家
督
を
譲
ろ
う
と
わ
ざ
と
の
放
蕩
零
落
、
許
嫁
も
三
角
関
係
や
家
の
こ
と
で
苦
労
す
る
が
末
は
結
ば
れ
家
も

栄
え
る
と
い
う
人
情
本
の
基
本
的
な
型
。
注
l
拙
稿
参
照

（注
3
）
「
為
永
春
水
の
初
期
合
巻
」
（
叢
書
江
戸
文
庫
『
人
情
本
集
』

1
9
9
5
月
報
）

（注
4
）
畠
山
裁
き
を
『
堀
川
清
談
』
と
い
う
の
は
、
春
水
が
こ
の
あ
と
読
本
と
し
て
『
競
堀
川
清
談
』
を
刊
行
す
る
が
、
初
編
（
文
政
九
）
で
畠

山
重
忠
は
、
物
語
早
々
に
大
仏
供
養
の
た
め
上
洛
し
堀
川
に
移
住
し
た
り
、
二
編
（
同
十
こ
で
は
京
都
の
裁
き
で
あ
る
こ
と
も
理
解
の
一

助
と
な
ろ
う
。
ま
た
も
と
も
と
〈
畠
山
重
忠
〉
と
角
童
目
し
て
い
た
本
書
で
あ
る
が
、
『
堀
川
清
談
』
の
意
味
が
解
り
づ
ら
く
な
っ
た
の
か
後

年
『
畠
山
仁
政
録
』
と
改
題
さ
れ
て
い
る
。

（注
5
）
『
明
烏
後
正
夢
』
（
正
編
は
文
政
四
1
七
）
を
は
じ
め
、
『
松
の
操
物
語
』
に
も
本
稿
梗
概
結
末
の
ご
と
き
芝
居
形
式
の
修
辞
が
あ
る
。
ま
た

本
作
品
に
は
「
そ
れ
だ
か
ら
芝
居
で
も
三
建
目
じ
ゃ
あ
。
敵
役
か
強
敵
い
ば
っ
て
色
夏
師
や
実
事
師
を
無
実
の
罪
に
落
し
。
そ
れ
か
ら
其

女
房
が
身
を
責
た
り
種
々
な
難
義
を
し
や
す
が
。
五
建
目
の
大
詰
に
な
っ
て
ご
ろ
ふ
じ
ま
し
。
い
つ
で
も
敵
役
が
見
あ
ら
わ
は
さ
れ
て
計

る
／
1

・・
1

と
思
ひ
し
に
。
か
え
っ
て
汝
等
に
は
か
ら
れ
し
か
。
残
念
や
と
い
ひ
や
す
」
（
中
巻
2
ウ
）
と
芝
居
作
者
で
あ
る
合
作
者
の
駒
人

Q
ノ

勺
I(194) 



（リ
白
頭
子
柳
魚
）
に
よ
る
芝
居
知
識
を
基
盤
に
も
つ
記
述
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
講
釈
の
側
か
ら
考
察
す
る
。

（注
6
）
た
と
え
ば
三
代
目
神
田
松
鯉
先
生
「
赤
穂
義
士
本
伝
」
四
七
席
。
ま
た
近
時
、
本
年
七
月
大
阪
直
木
三
十
五
会
館
の
文
月
毎
日
亭
で
旭
堂

南
海
先
生
が
「
難
波
戦
記
」
を
、
南
湖
先
生
が
「
寛
政
力
士
伝
」
を
一
月
連
続
で
読
ん
だ
o

『
貞
烈
竹
の
節
談
』
書
誌

中
本
三
冊

上
巻

見
返
し
「
松
之
操
後
編
／
貞
烈
竹
節
談

全
三
巻」

南
仙
笑
楚
満

人
作
／
渓
斎
英
泉
画
／
文
永
堂
版
／
文
政
七
申
春
新
錆
」

序
文

序
題

貞
烈
竹
節
話
序

二
丁
半
琴
通
舎
英
賀

（丁
付
け

無
・
最
終
了
が
「
松
ノ
口
一
こ
の
オ
モ
テ
に
な
る
）

見返し

口
絵
見
聞
き
三
丁

丁
付
け
「
松
ノ
口
二

（1
四
）」
（裏
丁
末
部
分
）

本
文

丁

丁
付
け

「
松
ノ

（1
廿
二
了
）」

一
丁
目

（口
絵
3
の
裏
丁
）
が

「
松
ノ

」
で
表
記
な
し
。
裏
丁
末
部
分
に
彫
ら
れ
る
。
但
し
「
松
ノ

廿
二
了
」
は
表
丁
末
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内
題
「
鰍
議
貞
烈
竹
の
節
談
巻
之
上

江
戸
南
仙
笑
楚
満
人
／
騨
亭
駒
人

合
作
」

尾
題
「
貞
烈
竹
乃
節
談
巻
之
上
終
」

れ
ん
じ
ゃ
う
び
ゃ
う
く
は
い
せ
つ
ば
ん
く
と
も
／
＼
せ
ま

挿
絵
1

「
懇
情
の
病
苦
稗
説
の
蛮
苦
交
逼
る
」

な
ん
か
い
ち
む
せ
き
じ
ゃ
う
ひ
ひ
（
マ
マ
）
わ
ざ
わ
ひ

挿
絵
2
「
南
柿
の
一
夢
赤
縄
を
導
て
禍
を
か
も
す
」

病
床
の
お
艶
に
お
杉
ら
明
烏
二
編
を
見
せ
る

（

5
ウ
1

6
オ）

お
艶
お
雀
昔
屋
を
訪
ね
る

（

1
5
ウ
1
1
6
オ）

中
巻

本
文

一
二
丁
半

丁
付
け

「
松
中
ノ
一
一
（
1
廿
二
了
）
」

一
丁
目
は
な
し
。
裏
丁
末
部
分
に
彫
ら
れ
る
。
但
し
「
松
中
ノ
廿
二
了
」
は
表
丁
末
。

内
題
副
議
貞
烈
貞
烈
竹
の
節
談
巻
之
中

江
戸
南
仙
笑
楚
満
人
／
騨
亭
駒
人

合
作
」
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尾
題
「
貞
烈
竹
乃
節
談
巻
之
中
終
」

あ

く

ゐ

と

ろ

か

し

み

っ

し

ょ

ゑ

挿
絵

I
「
悪
墜
を
蕩
て
密
書
を
得
た
り
」
お
菊
正
宅
を
色
仕
掛
け

ぎ

だ

ん

ゆ

く

り

な

く

せ

う

さ

く

た

び

ゃ

ど

り

く

わ

い

挿
絵
2
「
義
男
不
意
し
て
正
作
が
旅
宿
に
曾
す
」
太
助
正
作
と
会
う

（

6
ウ
｜
7
オ）

（

1
4
ウ
1
1
5
オ）

下
巻

本
文

一
九
丁

丁
付
け

「
松
下
ノ
一

（i
十
八
了
・
松
下
十
九
）
」
裏
丁
末
部
分
に
彫
ら
れ
る
。

内
題
「
鰍
議
貞
烈
竹
の
節
談
巻
之
下

江
戸
南
仙
笑
楚
満
人
／
騨
亭
駒
人

合
作
」

尾
題
「
貞
烈
竹
乃
節
談
巻
之
下
終
」

挿
絵
l
畠
山
重
忠
龍
居
の
読
書
に
庭
前
の
蝶
の
舞
う
を
見
る

（

3
ウ
｜
4
オ）

＊
詞
書
な
し
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挿
絵
2
白
州
（
上
半
分
は
本
文
）
（
8
ウ
1
9
オ）

＊ 
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イ〉

挿
絵

3
徳
島
屋
の
金
蔵
に
光
物
落
ち
、
通
行
人
驚
く
（
1
5
ウ
1
1
6
オ）

か

奥
付
（
2
0
オ
H
丁
付
無
）

江
戸
作
者

南
仙
笑
楚
満
人
／
騨
亭
駒
人
・
傭
書

瀧
野
音
成
・
浮
世
絵
師

楚
満
人
作
英

泉
画

一
名
倶
利
伽
羅
太
助
任
侠
惇

＊ 渓
粛
英
泉
・

側
諸
演
説
梅
香
物
語

全
三
冊

此
書
ハ
前
編
松
の
操
第
一
回
に
い
へ
る
先
の
菊
の
井
が
身
を
よ
せ
し
梅
屋
何
某
が
家
に
奇
代
の
珍
事

て
見
る
困
し

文
永
堂
謹
白

を
引
出
す
事
に
始
り
太
助
が
男
気
徳
右
衛
門
が
情
に
て
無
実
の
罪
を
の
が
る
、
事
を
口
畠
山
が
さ
ば
き
も
清
因
物
語
来
春
護
免
の
時
を
待
得

刊
記
（
2
0
ウ
リ
丁
付
無
）

文
政
七
申
春
護
免

-82-

江
戸
書
房

人
形
町
乗
物
町
鶴
屋
金
助
／
日
本

橋
砥
石
町
大
坂
屋
茂
吉
／
橘
町
二
丁
目
越
前
屋
長
次
郎
／
弥
左
エ
門

町
大
嶋
屋
惇
右
エ
門

刊記

青
竹
を
デ
ザ
イ
ン
し
表
紙
に
「
松
の
操
」

原
表
紙
は

裏
表
紙

「
後
編
」
と
書
く

題
築
「
貞
烈
竹
節
談

上

中

下
巻
未
見

管
見
書

架
蔵
A
一
上
・
中
（
末
二
丁
欠
）

初
印

底
本
と
し
た



架
蔵
B
…
上
（
破
損
あ
り
）

甘
H
リ

n
H
ド

友
レ
「
仁

架
蔵
C
一
上
・
中
・
下
（
虫
損
や
落
丁
あ
り
）

『
松
の
操
物
語
』
と
合
六
冊
の
後
印
本
（
文
永
堂
板
）

無
地
薄
緑
表
紙
（
前
編
は
濃
緑

表
紙
）
、
題
築
は
原
題
築

「
飴
松
の
操
物
語

上
（
中
・
下
）
」
聞
に
「
二
篇
」
と
手
書
き
（
「
松
の
操
物
語
」
の
題
築
の
利
用
）
。
下

巻
の
底
本
お
よ
び
中
巻
の
補
い
。

蓬
左
文
庫
蔵
本

上
巻
l
冊

国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る

（
＊
書
型
は
半
紙
本
に
中
本
の
匡
郭
に
て
、
ま
た
同
文
庫

蔵
の
『
松
の
操
物
語
』
三
冊
と
は
別
本
）
。

＊
未
見

天
理
図
書
館
蔵
本

館
の
御
教
示
に
よ
る
と
、
『
松
の
操
物
語
』
と
前
後
二
編
合
本
二
冊
後
補
表
紙
。
刊
記
を
欠
く
。

付
記

本
稿
は
「
国
文
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
『
近
世
後
期
小
説
の
様
式
的
把
握
の
た
め
の
基
礎
研
究
』
平
成
1
8
年
度
第
一
回
共
同
研
究
会
」
（
同

年
八
月
二
日
）
で
の
発
表
の
一
部
で
す
。
御
教
示
い
た
だ
い
た
浜
田
啓
介
氏
、
高
橋
圭
一
氏
は
じ
め
参
加
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

司
、
】

0
0
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